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資　料

　　入 所施設 に お い て 問題行 動 を示 す知的障害者 へ の

　　　　機能的ア セ ス メ ン トに 基 づ い た包括 的支援

一支援計画の評価に関する支援者の実行性 と効 果性 か らの検討一

村本　浄司

　本研究で は 、 施設 に入所 し尿濡 らしな どの 問題行動 を示す知的障害女性 に対 し て 、

機能的ア セ ス メ ン トに基づ く支援 を実施 し 、 その 効果 を支援 の 実行性 、 効果性 か ら検

討す る こ とを目的と した 。 ア セ ス メ ン トか ら仮説を導出した結果 、 対象者の 尿濡 らし

と水濡 ら し に は感覚強化 と注目、大声に は逃避 と注目の 機能がある こ とが推測 された。

仮説に基づ い て施設職員 と筆者で支援計画 を作成 し支援 を実行した 。 第
一

次支援計画

の 評価 として、支援の 実行性と効果性 に関す る質 問紙調査を職員に実施 した。 その 後 、

行動観察記録 と実行性 、 効果性の 評価に基づ き、支援計画を修正 した 。 第二 次支援計

画実施後 、 対象者の 問題行動 は軽減 し、 1年後 も問題行動の 低 い 数値が示 され た 。
こ

の 結果か ら、支援計画内の各支援が 問題行動の 軽減に貢献 した と考え られ るが 、そ の

際の 支援 の 実行性 は施設職員 の 日課 に随伴 した もの で あれ ば高 く、 実行性が低 い 場合

は効果性 も低くなる傾向が示 された 。

キー ・
ワ
ー ド　問題行動　機能的ア セ ス メ ン ト　 実行性　効果性

1．問題 と目的

　入所施設を利用 す る知 的 障害者 の 中 に は、

自傷や他害、物投 げ、激 しい こ だわ りな どの 様

々 な 問題 行動を示 し て い る 者 も少 な くな い 。

そ の よ うな問題 行動を示 す人 々 に対する支援法

と して 、機能的ア セ ス メ ン トに基づ い た支援の

有効性が示 されて い る （Carr，　Horner，　Turnbull ，

Marquis ，　Magito −McLaughlin ，　McAtoe，　Smith，

Ryan
，
　Ruef

，
＆ Doolabh，1999）。 現在まで 入所施

設 にお い て 問題行動 を示 す知的障害者や 自閉症

者に対する機能的ア セ ス メ ン トに基づ く支援 に

関する研究は、頻繁に報告され て い る （例 えば ，

近藤 ・園山 ，
　2004；冨田 ・村本 ，

2013）。 さ らに、

支援を実施する際に は、そ の 人に関わ る職員が

茨 城 県立 あす な ろの 郷

チーム とな っ て 問題 に取 り組 み 、 情報収集や ア

セ ス メ ン ト、 仮説か らの 支援計画の 立案 （Plan）、

支援 計画 に 沿 っ た支援の 実施 （Do）、さ ら に 実

際 の 支 援 が支 援計 画 に 沿 っ て い た か の 評 価

（Check）や 支援が支援計画 に沿 っ て い なか っ た

部分の 改善 （Act） とい っ た PDCA サ イ ク ル を

経由す る こ とが 求め られ る 。 特に支援を継続的

に実施 して い く上で 、 支援計画 へ の 評価 は重要

な要素 で あ る 。 具体 的 な評 価 の 基 準 と し て 、

代替 ス キル の 増 加や 問題 行動 の 減 少、生 活 の

質の 改善 、 対象者や 支援者の 満足度の 評価等が

挙げられ るが 、 それ らを観察記録デ
ー

タだけで

は な く、イ ン タ ビ ュ
ー

や評価尺度な どを用 い て

収集する必要が ある （Bambara ＆ Knoster
，
1998；

Meyer ＆ Jenny
，
1989）。

　例 えば 、 原 口
・望月 ・野 呂 （2013）は、保育

園 にお い て他害行動 を示す自閉症児に対 して巡
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回相談 を通 じて、支援会議を実施した 結果、問

題行動の 軽減と保育活動へ の 参加率が増加 した

こと を報告 して い る 。 こ の 中で 行動観 察記録 に

基づ い た支援会議の 実施が 、支援計画の 継続、

追加、修正へ の 意思決定に 貢献 した こ とが示唆

され た 。

　 しか し、これ まで の研究の 中で 、 施設職員等

の 直接支援者 に よる支援 自体の 実施の 困難 さや

支援の効果が あっ たか ど うか に着目し、そ の こ

とを検討 した研 究は あ ま り報告 され て い ない
。

冨田
・村本 （2013）は 、 施設内で 他害など の 問

題行動 を示す 自閉症者に対する支援 を継続する

上 で、支援計画の 中の 支援をどの 程度実行で き

た か とい う実行性 と支援が ど の程 度効果があ っ

た か と い う効果性 に つ い て の 評価 を職員に求め

た 。 それ らの 評価 と職員 との ミー
テ ィ ン グ に基

づ い て 支援計画が修正 され 、支援者や対象者 に

とっ て よ り効果的な支援 となる こ とが示唆 され

た 。 しか し 、 支援の 実行性 や効果性 に関 して の

具体的 な検討は なされて い ない 。

　本研究 で は 、 施設に入所 し様々 な問題行動 を

示 す知的障害女性 に対 して 、機能的ア セ ス メ ン

トに基づ い た包括的な支援 の 効果 に つ い て報告

する 。 さ らに、支援計画 の 実行性や 効果性 に関

する施設職員の 評価か ら施設支援にお ける方向

性 と限界 につ い て検討するこ とを目的 とした。

H．方法

　1．対象者

　対象者は、障害者支援施設B 園 に入所 し、重

度知的障害を有す る女性 A さん で あっ た （支援

開始当時 30歳）。 A さ ん の 療育手帳の 判定は最

重度で あ っ た 。 A さんは水泡や全身の 皮膚が魚

の 鱗の ようにはがれる症状 を示す先天性魚鱗癬

様紅皮症 を患 っ て い た 。 そ の た め、皮膚科 よ り

処方され て い る 3 種類 の 塗 り薬を、A さんが 入

浴 した後に全身に塗布す る必要が あ っ た 。

　 A さん の 話 し こ とばに よる コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ

ン は 、 「パ パ 来 る」等 の 二 語文 で あれ ば表 出可

能で あ っ た 。 また、 日常生活に つ い て も食事、

排泄 、 着脱 、 入浴 、 歩行 など 、 ほ とん ど自立 し

て い た 。 しか し、 物の 位置に対する こ だ わ りが

強 い 場合が あ り、 ス ム ーズに行動に移せず、特

に着替えに は多 くの 時間を必 要 として い た。A

さん は 日中の 時間帯 におい て は 、 作業 などの 活

動に は い っ さい 従事 してお らず 、 食事 や睡 眠 、

入浴な どの 決め られ た 日課以外の 時間帯 は 、特

に何 もす る よ うなこ とが ない 時間帯で 占め られ

て い た。

　対象者の 問題行 動 は 、 「自分の 尿 を 自分の 体

や衣類 、 シ ーツ に つ ける」 「自分の 髪 を水 で 濡

らす」 「大声を出す」「盗食」「反芻」 「物 を置 く

場所へ の こ だ わ り」 「自傷」「珈琲等の 飲み 物 を

服 に こ ぼす」「放尿」 な ど、様 々 な問題行動 を

示 して い た 。

　 2．標準検査 と強度行動障害に関する評価の

　　　結果

　X − 1年 に 田 中ビ ネー式知能検 査を測定 した

結 果、IQ14 で あ っ た 。 また x 年 6月 に 強 度行

動障害判定基準 （厚生労働省 ，1993） の 点数 の

測定をB 園職員に依頼 した結果、A さん の 点数

の合計は 19点で あっ た 。

Table　1　 支援前 と支援後における強度行動障害判定基準の 点数

　 　 　 　 　 　 　 　 　 激 しい

　 　 　 ひ どい 　　強 い

項 目　 　　　　 　　　 　　 こ だ わ

　 　 　 自傷　　 他傷
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 り

激 し

　 　 　睡眠 　 食事関
い 物
　 　 　 障害　 　係障害
壊 し

排泄 　 　著 し
　 　 　 　 　 　 騒が　　パ ニ 　　粗暴　　合 計

関係　　い 多
　 　 　 　 　 　 し さ 　 　ッ ク 　 　 さ 　 　 点数

障害　　 動

年

月

X6
1 1 5 3 0 3 5　　 　　 〔｝ 1 0　 　　 0　　　 19

X ＋ 2 年
　 　 　 　 　 0
　 7 月

0 3 1 0 1 3　　　 0　　　 0　　　 0　　　 0　　　 8
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　 3 ．A さんの成育歴 と支援開始まで の 経緯

　A さんの 母親か らの情報に よ る と、A さん が

1 歳の と き、 先天性魚鱗癬様紅皮症の 診断を受

けた 。 また 、 2歳 に なっ て も話 しこ とばの 遅れ

や椅子に座 っ て い られ ない な どの 多動な行動が

み られ た こ とか ら、3 歳時に知的障害の 診断を

受けた 。 その 後 、 児童相談所 にお い て 、 週 に 1

回 プ レイセ ラ ピーを受 けて い た 。 小学校で は知

的障害特殊学級に通 っ てお り、その 頃か ら、 毎

回同 じ食べ 物や飲み物で ない とか ん し ゃ くを起

こす行動がみ られる ようにな っ た 。 また 、 養護

学校中等部に入る と物の 配置に こ だわる、尿を

体や 衣類 に つ ける、髪の 毛を頻繁に濡 らす など

の 行動がみ られる よ うに な り、 両親は A さん の

対応 に苦慮する ように な っ た 。 養護学校高等部

に入る と、ますますA さんの 問題行動は激 しく

な っ た ため 、 両親 はやむ な く養護学校 高等部を

2 年次に 中退 させ 、 知的障害児施設に入所させ

た。その 後、A さんが成人に な っ たため知的障

害児施設を退所 し、別 の 事業所 の デ イサ
ービス

を在宅か ら通所利用する こ とに した 。 しか し、

A さん は皮膚病を患 っ て お り、継続的な医療ケ

ア と 日常的な管理 を要す るた め、デ イサ ービ ス

の 利用が困難と な り、 現在利用 して い る B 園に

入所利用す る こ とに した 。

　B 園に入所 した当初 は、A さん は特別目立 っ

た 問題 もな く、落 ち着 い て 過 ご すこ とが で きて

い た 。 しか し、 月 日が経 つ に つ れ て 、 尿 を皮膚

や衣類 に 塗 りつ けるな どの 、問題行動を示すよ

うに な っ た。X 年 4月に入 り、A さん の 問題行

動は ますます激 しくな っ たた め 、 職員 は A さん

の対応 に苦慮 して い た ， その ため X 年 6 月に B

園の職員よ り筆者に A さん へ の 支援に関して相

談が あ っ た 。 そ こ で 、B 園職員が A さ んへ の 支

援を行うに あた っ て 、筆者が B 園職員に対 して

A さん の 支援に関する ス ーパ ーバ イ ズを行うこ

とを同意 した 。

　 4．標的行動の選定 とア セ ス メ ン ト

　母親や 普段か ら関わ りが多い 職員か ら 、 著者

が A さん に 関す る情報 を機能 的 ア セ ス メ ン ト

イ ン タ ビ ュ
ー
　（0 「Neill

，
　Horner

，
　Albin

，
　Sprague

，

Storey，＆ Newton ，1997） に基づ い て 収集した 。

A さん の 問題行動は非常 に多岐 にわた っ て い た

が 、行動の生起頻度が 高く、職員や母親か らの

ニ ーズが大 きい 「衣類 や自分の 皮膚に 自分 の 尿

をつ ける」「物や 自分の 髪を水で 濡 らす」「大声

を出す」の 3 つ を標的行動 とした 。 職員か らの

機能的ア セ ス メ ン トイ ン タ ビ ュ
ーの 結果 は以下

の 通 りで あ っ た 。

　（1）衣類や 自分 の皮膚に 自分 の 尿 をつ ける ：

こ の 行動は A さんが着て い る 衣類などに直接排

尿 して 濡 らした り、 排尿 した尿 を手で 自分の 皮

膚に 塗 りた くる形態で 生起 して い た 。 こ の 行動

は、朝 の 起床後す ぐの 時間帯や、朝食後 また は

昼食後の 時間帯に、よ り多 く生起 して い た 。 主

な生起場所 は A さん の 居室や トイ レで生起 して

い る こ とが多か っ た 。 また 、 こ の 行動 は 、 職員

が 見て い な い ときや 、 A さ ん が
一人 で い る よ う

な ときに生起 して い る こ とが 多か っ た。職員は

A さん が尿 で 濡 らして い る様子 を見つ けた時に

は即座 にその 行動 を止め る よ う口頭で 注意す る

とともに A さん の 行動 を制止 して い た 。 さらに

A さんの 体や衣類が 尿 で濡れて い た り、 A さん

の 体か ら尿の 臭い が した ときに は、その 場で A

さん を言語叱責する こ とで 対応 し て い た 。 職員

か ら言語叱責 された後 の A さん の 表情は ニ ヤ ニ

ヤ と笑 っ て い る表情 を示 して い た 。

　 （2）物や 自分の 髪 を水で 濡 らす ：こ の 行動は 、

水道の 水を出しそ こ で直接 自分の 髪を濡 ら した

り、A さん 自身の 衣類や他利用 者 の 衣類 を水 道

水で 濡 らす などの 形態 で生起 して い た。こ の 行

動が 生起 しやす い 時間帯と して 、朝食後の 空 き

時間や 日中何 もす るこ とがない 時間帯が挙 げ ら

れた 。 こ の行動が起 こ りやすい 場所は主に洗面

台で あ っ た 。 こ の 行動も職員が 見 つ け次第、A

さん を言語叱責 して そ の よ うな行動を しな い よ

うに制止 して い た 。 そ の様な対応 を受けた後の

A さん は ニ ヤ ニ ヤ と笑 っ て い る表情 を し て い る

こ とが多か っ た 。

　（3）大声を出す ：こ の 行動の 持続時間は 1〜

2 秒程度 と短か っ たが、園内に響き渡る ぐら い

大 きな金切声の よ うな形態で 生起 して い た 。 さ
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らに A さんが就寝中以外は特定の 時間帯に 関係

な くい つ で も生起 して い た 。 さらに 、 職員か ら

次 の 活動 へ の 指示 を受 け た と きや 、 A さん が

「マ マ くる」 などと何 度話か けて も職員が 話 し

か け に応 じなか っ た場合な どに生 起 して い た 。

「大声を出す」行動が 生 じた後、職員は A さん

に対 して 静か にす る ように叱責 して い る こ とが

多か っ た。 職員に 叱責され た後、A さん は静か

に な り 1時間ほ ど大声 を出す こ とは な くな る

が 、

一
定時間が経過 した後 、 再 度職員か ら指示

を受 けた り、 A さん の 話 しかけに応 じない よ う

なこ とがある と、再びそ の 行動は生起 して い た 。

　さ らに、A さん の 行動が実際に生起 して い る

か ど うか を確か め る た め に 筆者が 直接 観察 を

行 っ た 。 また 、 B 園職員に対 して A さん の 問題

行動が生起するたびに、問題行動が生起する直

前 の きっ か けや 状況 、 ど の よ うな問題行動か、

問題行動 へ の 支援者 の 対応や A さん の 様子、問

題行動が起 きた時間帯 につ い て連続記録法を用

い て あらか じめ筆者が 準備 した記録用紙に毎日

記録す る よ うに依頼 した （Table　2参照）。

　 5．ア セ ス メ ン ト情報 に基づ い た仮説の 導出

　機能的ア セ ス メ ン トイ ン タ ビ ュ
ー

や行動観察

の 結果に基づ い て A さ ん の 問題行動 の 仮説 を以

下 の よ うに推測 した。

　 「衣類や 自分の 皮膚に 自分の 尿 をつ ける」 は 、

職員が見て い ない ときある い は本人が 1人の時

に生起 して い た。すな わち、自分の 尿を皮膚に

塗 りつ ける感覚 自体 に よ っ て 強化 され 、 こ の 行

動が維持 して い る 可能性 が考 えられ た 。 さ らに

職員か らの 叱責後A さんが 笑顔に なる等の 行動

が 頻繁に 見られ た こ とか ら、職員の 反応 に 強化

され維持 して い る 可能性 が考 えられた 。 その た

め 、こ の行動 は行動 自体 から強化 されて い る感

覚強化 と職員か らの 注 目獲得の 機能 を有 して い

る と考え られ た 。 同 じ く、「物や 自分 の 髪を水

で濡 らす」行動に お い て も、何 もする よ うなこ

とが ない 時間帯に生起 して い る こ とが多 く、物

Table 　2 　職員に依頼 した A さん の 問題行動に関する記録用紙と記入例

ABC 行動観察記録表　　　　　日付　　　 X 年　　 6 月　　1 日〜　　 6 月　　 7 日

対　者 ：　　　 A

日付 時間 （場面 ・活 動）

　 状 況

きっ か け

　 （A ）

対 象者の 行 動

　 　 （B ）

結果

（C）

　〔例〕

6／○ ユ2 ：45

（検温終了後）

周囲 に利 用者が多

い

他の部屋 か ら ロ ッ

カーの 開 閉音が 聞

こ えた

一
番上 段 の ロ ッ カ

ーを床に投げ、 衣類

を ば ら撒 く

職員に 片づ けを3 回

指示 され る

6／ 17 ；00

（起床後 　 ）

朝食 前

ズ ボ ン とバ ン ツ を

ドげ て ベ ツ ドに座

っ てい た 。

ベ ッ ドが お し っ こ

で 濡 れ て い た。

注意 し、全部洗 濯す

る。

6／28 ：00

（朝食 後　 ）

不明

歯磨 き支援 をして

お り、周 りの 利用

者が い た。

蛇 口 の 水 を出 し、頭

か ら水 をか ぶ り始

め た。

口 頭で 注 意 した 。

6／210100

（特 に な し）

他の 利用者へ の 支

援中

頻繁 に何 か話 しか

けて来て い た。

突然 大声 を 出す。 口 頭 で注 意 し た。

／

（　 　 　 ）

（　　　 ）
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や髪を水で濡 らす感覚自体に よっ て 強化 されて

い る可能性が 考え られ た 。 さ らに職員か ら叱責

を受 けた後 に笑顔 を見せ る等の 反応 を示 し て い

た こ とか ら、 その 行動 を見 つ けた職員の 叱責に

よ り強化され て い る 可能性が考えられた 。 すな

わち、「物 や 自分 の 髪を水 で濡 らす」行動 は感

覚強化と注 目獲得の機能を有 して い る と考え ら

れた 。

　
一

方、「大声 を出す」は、職員か らの 指示 を

受けた ときに大声 を出すこ とに よ っ て A さんが

職員か らの 指示通 りに行動 しな くて も済む様子

が見 られて い た 。 また 、 A さん が職員へ の 何度

か話 しかけた後、職員に応 じて もらえなか っ た

時などに大声を出すこ とに よ っ て 、 職員か らの

叱責 を受けた後 に も頻繁に生起 して い た 。 すな

わち、大声を出す行動は 、 指示か らの 逃避や注

目獲得の 機能を有 して い る こ とが推測され た 。

　 6．支援計画の 立案

　導出され た これ らの 仮説に基づ い て、筆者が

それぞれの 行動 に つ い て の 支援計画を立 案 した

（Table　3参照）。 その 後 、 作成 した支援計画の 内

容が B 園内で 実行可能か どうかを B 園の 職員 と

ミ
ー

テ ィ ン グ の 中で検討して、そ こ で修正され

た もの を行動支援計画 として B 園職員に実行 し

て もらうこ と とした 。

　 7．実施期間

　本研 究 における支援期 間は、 X 年 6 月か らX

＋ 1 年 6 月まで の 12か月で あ っ た 。 X 年 6 月中

旬か らX 年 7 月中旬 まで ベ ース ライ ン を測定 し

た。そ の 後X 年 7 月中旬か ら第
一次支援 を開始

した。X ＋ 1年 1 月に は第
一

次支援に対する評

価 を行い 、 第二 次支援 に 向けて改善を行 っ た 。

X ＋ 1 年 2 月初旬 よ り第二 次支援 を 開始 した 。

第 二 次支援 終結後 、 1 年が 経過 した X ＋ 2 年 6

月 に A さん の 行動 に つ い て 再 び職員 に記録 を依

頼 した 。

　 8．支援手続き

　著者が提案 した支援案に つ い て 、 施設内で 実

行可 能か ど うか を著者 と B 園職員 で 話 し合 っ

た 。 その 中で 、 実行可能 な支援 に関 して支援計

画 をまとめ 第
一

次支援 と して 支 援 を開始 した 。

また 、 支援期 間中に著者に よる ス
ーパ ーバ イ ズ

を週に 1回 1時間程度行 っ た 。 ス ーパ ーバ イズ

で は、職員に依頼した記録用紙、職員が 毎 日記

録す る 日課記録 、 さ らに担 当職員か ら の 口頭に

よ る 情報に 基 づ い て 行わ れ た。支援計画通 りに

うま く実施 されて い る支援 に関 して は言語賞賛

した。一
方、支援内容が職員に とっ て不明確で

あ っ た り、 誤 っ て 実施されて い た場合には 、 正

しく円滑 に実行で きる ような具体 的なプ ロ ンプ

ト方法や 利用者へ の 言語称賛の 方法につ い て ア

ドバ イ ス を行 っ た。 また 、口頭で ア ドバ イ ス し

た 同 じ内容の こ と を職員が記録する 日課記録 に

筆者が 直接記録 し、 B 園職員全員が い つ で も見

られる ように職員室の 机上 に配置 した 。

　 （1）第
一

次支援期 （X 年 7 月中旬〜X ＋ 1年

1 月末）：筆者が行動支援計画 を作成す る際に 、

「問題行動が 起 こ りに くい よ うにする 支援 （先

行子操作）」、「問題行動 の 代替 行動 や望 ま しい

行動を教える支援」、「問題行動が起 きて い ない

と きや 代替行動、望 ま し い 行動を した 後の 支

援」、「問題行動が起 こ っ た後の 支援」の 4つ の

支援 を柱 に立案 した 。

　 1）自分 の 尿 で 自分の 皮膚や 衣類 を濡 らす ：

A さん は自分 の 尿 を皮膚 に塗 りつ ける こ とで 感

覚強化されて い た 。 そ の こ とが 原 因で持病で あ

る先天性魚鱗尾癬様紅皮症を悪化 させ て い た 。

その た め 、 前 もっ て 感覚刺激 を得 る こ とがで き

る よ うに、そ れ ま で 1 日 1 回で あ っ た が担当医

に確認 を取 り、1 日 3 回
一

定時間 ご とに職員が

皮膚薬 を塗 る こ とで 尿 を皮膚 に塗 りつ ける行動

を予防する こ ととした 。 また、皮膚薬は A さ ん

自身が 自分で皮膚薬を塗 る こ とが で きる よ うに

支援す る こ と と した 。 また 、A さんが上 手に皮

膚薬を塗る こ とが で きた ら言語賞賛を与える こ

とに した 。 さらに 、 何 もする こ とがない とい う

状況事象 も関連 して い る可能性 も考 えられたた

め、A さん の 好み の 活動で あるお 絵か きの 時間

を設定す る こ とと した 。

一
方、 A さんが 自分の

尿 を皮膚や 衣類 に 塗 りつ けて も、職員 は注 目や

叱責 を行 わな い こ と とした 。

　 2） 自分の 髪や 物 を水 で 濡 らす ： こ の 行動が
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Table　3　A さん に対する行動支援計画

問題行動 推定 される機能と仮 説 問題行動が起 きにくい よ

うにす る支援 〔先 行子 操

作）

代替行動や望 ましい 行動

へ の 支援

問題行動が起 きて い ない

と きや代 替 行 動 望 ま し

い 行動をした後の 対応

問題行動が起 きた 後の 刻

応 （危機回 避〕

自分 の 尿 で 自分 の

体や 衣 類を濡 らす

  感 覚 強 化 （自分 の尿 を

皮膚 に 塗 りつ ける 感覚 自

体 に よ っ て強 化）

  注 目 （職員か らの 叱責

に よ っ て強 化｝

・一定 時 間 ご と に皮膚 薬

を塗 る．
・好 み の 活動 であ る お絵

かきを設定す る 瞭 第二

次支援期で は削除 し，音

楽鑑賞に変更）．

・A さん が皮 膚 薬 を 自分

で 塗る （※ 第二 次支援期

で は削 除 ）．

上 手 に薬 を塗 る こ とが で

きた ら 言語 賞賛 を与 え

る．

・特 に注 目や 叱 責 を しな

い ．

自分の 髪や物 を水

で 濡 らす

  感覚強 化 （髪が 水で 濡

れ る 感覚 に よ って 強化）

  注 目 〔職員 か らの叱 責

に よ って 強化1

A さん とすれ 違うとき や

一
定時間ご とに A さん に

対 して 褒 め 言葉 を与 え る

よ うに する ．

・’洗濯物 を十 す」 「モ ッ

プ が けをする 」 などの お

手伝 い を支援 す る （た だ

し，無理強い する の で は

な く，本人 が で き る範囲

で よ い ｝．

　お 手伝 い が で きた ら言

語賞賛する ．

・特に叱 責せ ず，洗面台

を拭い て もら う．

大声 を出す   逃避 職 員 か ら指示 を

避 け る こ とに よ っ て 強

化〕

  注 目 幟 員か らの 叱責

に よ っ て 強化）

・
激 し く強い 感情的 な 口

調 を避 け 、感 情 を 込め ず

に 簡潔な指示を行 う，

・
A さん の 話 しか けに 対

して ，職 員 は 反応 で きる

範囲で 反応す る．
・A さん が静かに して い

る と き に褒め 言葉 を与え

る ．

・
大声を出した後，注 目

した り叱責 しな い よ うに

する ．

生起す る こ とによ っ て少 なか らず A さん は注 目

が得 られて い た 。 その ため 、 あ らか じめ A さん

に対 して 職員が注 目する機会を与える こ ととし

た 。 具体的に は職員が A さん とすれ違 うと きや

一
定時問ご とに A さん を見つ けた 職員は A さん

に対 して 何 らか の 声 をか けた り、 言語賞賛す る

こ と と した 。 また 、 何 もする こ とがない よ うな

時間に も生起 して い たため、モ ッ プがけや 洗濯

物干 しな どの A さんが 実行可能な お手伝 い を設

定 し実行 して もらうこ ととした 。 A さんが お 手

伝 い を実施する こ とが で きれ ば職員は即座 に言

語賞賛 を与える こ とと した 。

一
方、A さ んが洗

面台 にお い て 自分の 髪や 物 を濡 らして い る状況

を見つ けた時に は 、 職員は特に叱責する こ とな

く、A さん に対 して洗面台を拭 い て もらうよ う

に坦 々 と指示をする こ ととした。

　 3）大声 を 出す ：A さ ん は職員か らの 強 い 指

示や強制的な指示か らの 逃避 に よ っ て大声 を出

す行動が 生起 して い た可能性が考え られた 。 そ

の ため 職員は A さん に対して指示する ときは激

し く強 い 感情的な 口調 を避け、感情を込めずに

簡潔 な指示 を行 うこ と と した 。 また 、 A さん か

らの 話 しかけに職員が応 じな い よ うなと きに も

大声 を出す行動が 生起 して い た こ とか ら、A さ

ん からの 話 しかけに対 して 職員 は応 じられる範

囲で反応 する こ ととした 。 また、A さんが 大声

を出さず に静か にで きて い る と きには 「A さん

静か に で きて お利口 で すね」などと言語賞賛す

る こと と した 。

一
方 、 A さん が大声を 出した後

の 職員の 対応 と して は 、 特 に A さん に対 して 注

目した り叱責 しない ようにする こ ととした 。

　 （2）第一次支援期 の 効果性 と実行性 の 測定 （X

＋ 1年 1 月末）：支援計画 の 評価 の ため に筆者

が B 園職員の 中で A さんに対 して 中心的 に支援

を行 っ た 女性職員 5名に対
’
して ア ン ケ

ー
トを配

布 し、 支援が どれ くらい 実行で きて い るか （実

行性）と、 支援が どれ くらい 効果があ っ たか （効

果性）に つ い て回答を求めた 。 具体的に は 、 支

援の 実行性に 関して は、それぞれの 支援 1つ ず

つ に つ い て 「支援を実行で きたか 」 とい う質問

に対 して 「毎回実行 した」か ら 「まっ た く実行

しなか っ た」まで の 4 件法 に よ り記入 を求め た 。

支援の 効果性に つ い て も同様にそ れ ぞれ の 支援

に つ い て 「と て も効果があ っ た」か ら 「ま っ た

く効果が なか っ た」まで の 4件法で評価 を求め

た 。
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入所施設 にお い て 問題行動を示す知的障害者へ の 機能的ア セ ス メ ン トに 基づ い た 包括的支援

　 （3）第二 次支援期 （X ＋ 1年 2 月初 旬一X ＋

1年 7月）：第
一

次支援計画に 関する職 員か ら

の実行性 と効果性 に関す るア ン ケー ト結果 に基

づ い て支援計画の 見直しを行 っ た。ア ン ケ ー ト

結果 に基づ い て支援計画 の 評価 と修正 の た め に

B 園職員 との ミ
ー

テ ィ ン グを行 っ た 。 その 中で 、

自分の 尿で 自分の 皮膚や衣類 を濡 らす行動 へ の

支援 における先行子操作に よ る支援の 中で 、 A

さん に対 して お絵 か きの 時間を設定する とい う

支援は、職員が実行を試み たが A さん は全 く実

施しよ うと しなか っ た との 報告があ っ た 。 その

ため、お絵か きの 実施を中止 し、職員か らの提

案で A さん の もう 1 つ の 好みの 活動 であ る CD

ラ ジ カ セ に よる音楽鑑賞の 時間を設定する こ と

と した 。 さ らに 、 皮膚薬をA さ ん 自身に 塗る こ

とを求め る支援 にお い て、A さん に皮膚薬 を渡

す と薬の 中身を全部出 して しまうため、こ の 支

援 の 実施 を継続 す る に は薬が 複数本必 要に な

り、 実施は 困難で ある との 報告があ っ た 。 その

ためこ の 支援 を中止 し 、 皮膚薬は基本的に職員

が塗 る こ と とした 。 そ の 他の 支援案に関 しては

修正 す る こ とな く、引 き続 き継続する こ ととし

た 。 さら に 、 A さん が 「モ ッ プ をか け る」 「洗

濯物 を干す」等の お手伝い を実行 した場合 には、

職員が 日常的に記録 して い る 日誌 に記載す る よ

うに依頼 した 。

　（4）維持 の 測 定 （X ＋ 2 年 6 月〜 7 月）： 第

二 次支援期終了後 、 筆者は A さん に関する B 園

職員に対 して の 支援計画 に関す るプ U ン プ ト法

や 強化 法を含めた ア ドバ イス を一旦終結す る こ

と と した 。 そ の 後 、 1年が 経過 した X ＋ 2 年 6

月 より改め て A さん の 問題行動の 記録をB 園職

員に 依頼 した 。 また 、 こ の 期間中は A さん の B

園職員へ の 支援 に関す るア ドバ イス は い っ さい

行わ なか っ た 。

　 9．支援後 における強度行動障害の評価結果

　X ＋ 2 年 7月に A さん に関す る 強度行動 障害

判定基準に よ る評価 をB 園の A さん 担 当職員 に

依頼した （Table　1参照）。

皿．結果

　 1．第一次支援期

　A さん の 問題行動の推移に つ い て Fig．1に示

した 。
ベ ース ラ イ ン で は、 A さん の 問題行動は

非常 に高 い 頻度を示 し て い た。また、実際に第
一

次支援期 に入 っ て か らの A さん の 問題行動の

頻度 は 第 15週 目まで は あ ま り変化 は見 られ な

か っ た 。 第 16週 目に入 ると前週 と比 較 して A
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Fig．1　 A さん の 各問題行動の 頻度と お手伝い の 頻度 の 推移
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さ ん の 行動 に減少傾 向がみ られる よ うに な っ

た。 さらに、第 19週 以 降 は段 階的 に 減少傾 向

がみ られ る ようにな っ た 。 A さん の 問題行動の

1 週間あた りの 平均頻度 は、ベ ース ライ ン で は

約 26．8回で あ っ たが 、第
一

次支援期で は、約

12．4回 まで 軽減 した 。 特 に 、 第 19週 か ら第 33

週 目まで の 平均頻度 は約 5．7回 で あ り、第
一

次

支援 開始直後か ら第 18週 目まで の 約 19．6 回 と

比較す る と大幅に軽減した。

　 2．第
一
次支援期にお ける実行性 と効果性

　第
一

次支援期 にお け る行動支援 計画 に 関 し

て 、A さん に対 して 中心的 に支援 を行 っ た女性

職員 5 名に 対 し て 依頼 し た 実行性と効果性に関

する ア ン ケ
ー

ト結果 を Fig．2 に 示 した 。 支援 の

実行性は、「職員が定期 的に 薬を塗 る」「お手伝

い を設定する」「薬が 塗れ た ら言語賞賛」等 の

支援の 評価が 高 く、

一
方、「お絵 か き」または 「薬

は本人 に塗 らせ る」 の 支援 の 評価が 低か っ た 。

また 、 支援 の 効果性は、「職員が 定期的 に 薬 を

塗る」「お手伝い の 設定」「薬が塗れたら言語賞

賛」 の 評価が高 く、「お絵 か き」「薬は本人に塗

らせ る」 の 支援の 評価が低か っ た 。

　3 ．第 二 次支援期

　第二 次支援期に入 り、第 35週 目に
一

時的に A

さん の 問題 行動の 増加が 見 られたが 、 その 翌週

か ら減少 して い っ た 。 第二 次支援期全体にお け

　■全く実行しなかった　　　　匚］あまり実行しなかった　　　　 ■全く効果がなかった

　mなるべく実行した　　　　　□ 毎回実行した　　　　　　　 ea効果があった

【自分 の 尿 で 自分 の 皮膚 や 衣 類を濡 らす】へ の 支 援

お絵かき（
一
次のみ）

薬は本人に塗らせる

薬が塗れたら言語賞賛

問題行動へ の注目なし

お絵かき〔一次のみ）

薬は本人に塗らせる

薬が塗れたら言語賞賛

問題行動へ の注目なし

□あまり効果がなかった

ロとても効果があっ た

【自分の 髪や 物を水で 濡 らす】へ の 支援

定期的に言語賞賛

お手伝いの設定

お手伝いへ の言語賞賛

叱責せず洗面台を拭く

定期的に言語賞賛

お手伝いの設定

お手伝いへ の言語賞賛

叱責せず洗面台を拭く

【大声を出す】へ の支援

優しく指示

Aさんのお話に反応

静かな時に言語賞賛

大声に対して注目しない

0　　 1　　 2　　 3　　 4　　 5

　 実行性回答数 （人）

優しく指示

Aさんのお話に反応

静かな時に言語賞賛

大声に対して注目しない

0　　 ユ　　 2　　 3　　 4　　 5

　　 効果性 回答数 （人）

Fig．2　 A さん へ の 職員 の 支援 に おけ る 実行性 と 効果性 の 評価 （n − 5 ）
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入所施設 に お い て 問題行 動 を示 す知 的 障害者へ の 機能的ア セ ス メ ン トに 基 づ い た 包括的支援

る 1 週間あた りの 問題行動の 平均生起頻度は約

4．7回であ っ た 。 特に 、 「自分の尿 で皮膚 や衣類

を濡 らす」 行動 は 第44週 目以 降全 く生起 しな

か っ た 。

一
方、お手伝 い 行動は一週間あた りの

平均生起頻度は 2．4 回であ っ た 。

　 4．維持期

　「物や髪 を水で 濡 らす」「大声 を出す」行動 は

全 く生起 して い なか っ た 。 しか し、「自分の 尿

で皮膚や衣類 を濡 らす」行動 は 1週あた り平均

1．7 回生起 して い た 。 問題行 動全体 の 1週 間あ

た りの 平均生起頻度 は約 1．7回で あっ た 。

一
方 、

A さん の お 手伝 い 行動 は 全 く生 起 して い なか っ

た 。

　 5 ．A さん の生活の様子

　X ＋ 2 年 6 月 に お ける 職員か らの 報告 と し

て 、「以前 と比 べ て A さん は静か に なっ た と思

う」「パ ニ ッ クを起 こす回 数が 減少 した」「職員

か らの 指示 に よ く従 うよ うに な っ た」「笑 っ て

い る表情 を よ く見る よ うに な っ た」な ど前 向き

な意見が報告 され る よ うに な っ た。また、衣類

の 着替 えが早 くな っ たな ど支援 に よる 二 次的な

効果 も報告 された 。 職員か らの その 他 の 報告 と

して X ＋ 2年 4 月よ り日中活動の 中に作業活動

が 導入 され、A さん は作業棟 に移動 しペ グさし

や ペ ン の キャ ッ プ をはめ る等の 作業を行 っ て い

る との 情報 を得た 。

一
方、A さん の お手伝 い は、

X ＋ 2 年 4 月頃か らA さんが 洗濯物を干す手伝

い を行 っ て い る際 に 、 食べ た物を洗濯物の 中に

吐 きだす とい う反芻が見 られた た め、お手伝 い

自体を中断 したと報告があ っ た 。

N ．考察

　 1．A さんの 問題行動の 変化

　本研 究で は A さ ん に 対し て 機能的ア セ ス メ ン

トに基づ い た 包括的な支援 を実行す る こ とに よ

り、 A さん の 問題行動が ベ ース ラ イ ン と比 較し

て大幅 に軽減 された 。 以下にその 要 因を分析す

る 。

　 （1）自分の 尿で 自分の皮膚や 衣類 を濡 らす行

動 へ の 支援 lA さん は職員の 目が 届か な い 時な

どに こ の 行動 を示す こ とが多か っ た。ア セ ス メ

ン ト結果 は 、 こ の 行動が社会的 な機能を有 して

い ない こ とを示唆する もの であ っ た 。 すなわ ち

こ の 行動 の 生起によ り、 感覚的強化を得て い る

と推測された 。 支援案と して 、 それ まで 入浴後

の 時間帯 にお い て の み皮 膚薬 を塗布 して い た

が 、 1 日 3 回定期的に 塗る こ と とした 。 こ の 支

援 を行 っ た結果、第
一
次支援期の 後半よ り徐 々

に軽減 し、 第二 次支援期 の 後半で は ほ とん ど見

られ な くな っ た 。 こ の 要 因と して 、 それ まで A

さんが 自分の 尿を皮膚に付ける こ とで得られて

い た感覚が 、 前もっ て 皮膚薬を塗 る こ とに よ っ

て 同様 の 感覚 を獲得で きた こ とによ り強化 され

た と考え られ る 。 また、こ の行動 はア セ ス メ ン

ト結果か ら注 目獲得の 機能も有 して い る と推測

されたため 、 支援案 と して 、 薬を塗る こ とが で

きた ら言語賞賛を行 っ た 。 こ の 支援にお い て 職

員か らの 注 目を得られた こ とが注 目獲得の 確立

操作 とな り、 この 行動の 軽減に つ なが っ た と考

えられ る。

一方、こ の 問題行動が生起 した場合

に A さん に対 して い っ さい 注 目を職員が与 えな

い とい う手続 きを実施 した 。 こ の 支援 に よ り、

こ の 行動が 強化され ず、 消去 される こ と に よ っ

て 軽減した可能性も考え られる 。

　 （2）自分の 髪や物を水で濡 らす行動へ の支援 ：

こ の 行動の 機能 と して 、 A さん 1 人で 行 っ て い

る こ とが 多か っ たため感覚強化 によ っ て 維持 さ

れ て い る と推測 された 。 こ の 仮説に 基づ き、 洗

濯物干 しや モ ッ プがけなど A さん が実行可能 な

お 手伝 い を職員が 設定 した 。 A さん の こ の お手

伝い を設定する こ とに よ りA さんの行動 レパ ー

トリ
ーが増加 し、 その 結果 、 物や髪を濡 らす行

動は軽減 した 。 また 、 こ の行動は注 目獲得の 機

能を有 して い た と推測 され たた め A さん の お手

伝い 行動 に随伴 して A さん に対する 職員 の 言語

賞賛を実施 した 。 そ の 結果、A さん に頻繁 に笑

顔が見 られ る よ うに な っ た 。 こ の こ とは、A さ

ん の お手伝 い 行動が強化され、相対的に髪や物

を濡らす行動の 軽減に つ なが っ た可能性が考え

られ る 。 さらに、こ の 行動が生起 して も、 職員

は大げさ に反応せ ず、強制的 な指示で は な く濡

れ た洗面台を拭 くよ うに坦 々 と指示した 。 第
一

一 63 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Association of Disability Sciences, Japan

NII-Electronic Library Service

Assooiation 　of 　Disability 　Soienoes 厂　Japan

村本　浄司

次支援期 にお い て は、こ の 支援の 効果 もあま り

見 られ なか っ たが 、 第二 次支援期 に な り徐 々 に

軽減が見 られたため 、 こ の 支援が A さん の服や

髪を濡らす行動 に対す る消去ある い は弱化と し

て 作用 した と考 えられる 。

　 （3）大声を出す行動へ の支援 ： こ の 行動は 、

職員か ら指示 され た際 に頻繁に生起 して い た こ

とか ら、 職員の 指示か ら の 逃避の 機能を有して

い る と推測 され た 。 支援 の結果 、 as−一次支援期

の 後半よ り徐 々 に こ の 行動の 軽 減が見 られた 。

こ の 要因 と して 、 強制 的な指示で は な く柔らか

な指示 をす る こ とに よっ て、指示 自体の 嫌悪性

が低 くな り、嫌悪的な指示か らの 逃避の 行動が

起 こ りに くくな っ た と考 えられる 。 さらに 、 こ

の 行 動 は注 目獲 得 の機 能 を有 して い た こ とか

ら、 A さん の 話 しか けに対 して反応 する とい う

手続 きを実施 した 。 こ の 行動 の 軽減 の もう1つ

の 要 因として、A さん の 言語表出に対 して 職員

が強化する こ とに よ り、注 目と して 生起 して い

た大声を出す行動の 動機づ けが低減 されたと考

え られる 。 また こ の 支援 と合 わせ て 、 A さん の

大声 に対 して 職員が叱責せ ず注 目 も与え な い 手

続 きを実施 した こ とで 、代替行動分化強化の 手

続 きとな り、 こ の 行動の 軽減に貢献した と考え

られ る 。

　 2．実行性と効果性か らの評価

　本研究で は第一次支援終了後、A さん へ の 支

援に 関する 実行性 と効果性 に つ い て B 園職員に

評価 を依頼 した。こ の ような支援へ の 評価を実

施す る こ とで 、第二 次支援計画 を立 案する際に

職員か ら さまざまな意見 を表出する きっ か けと

な っ た 。 ま た、職員が 支援に対 し て 客観的視点

で捉える こ とが で きた ため支援計画 を改善する

うえで 有用で あ っ た と考えられる 。 支援の 実行

性で は 、 職員の 実行性が高か っ た支援 として 「薬

が塗れ た ら言語賞賛」や 「お 手伝い へ の 言語賞

賛」が挙 げ られた 。 これ ら の 支援の 実行性が高

か っ た 要因として 、薬の 塗布や お手伝 い 等が職

員の 日課 に随伴 して い た た め 、 職員 に と っ て 非

常 に実行 しや すい もの で あ っ た と考 え られ る 。

一方、「定期 的に言語賞賛する」支援 は、職員

の 実行性 の 評価が低 い 結果 とな っ た。こ の 理 由

として 、 施設職員の 職務は多忙で あるため 、 言

語称賛の 機会を特別 に設定 しな い と実行で きな

い の で は ない かと推測 された 。 すなわち 、 こ の

支援を実施す る た め の 弁別刺激 を支援環境の 中

で 設定で きて い なか っ た こ とが要 因で ある と考

えられ る。

　 支援 の 効 果性 の 結 果の 中で 職員 の 評価 が高

か っ た もの として、「定期 的に薬 を塗 る」「お 手

伝 い を設定する」「お手伝 い へ の 言語賞賛」が

挙げ られ た 。
こ れ らの 評価 が高か っ た要因 と し

て 、A さん は薬 を塗布されて い る ときや お手伝

い を して い ると きなどにお い て笑顔が見 られ る

こ とが多か っ た ため 、職員の 支援が強化 された

の で は ない か と考 え られ た 。

一
方 、 「静かな時

に言語賞賛する」支援 に関 して は評価 の 低 い 職

員が何人か見 られ る 結果 とな っ た 。 こ の 理由 と

し て 、 これ ら の 支援 の 実行性 にお い て も低 い

デ
ータを示 して い たこ とと関連性がある と考え

られる 。 すなわち、職員が 実際に支援を実施す

る機会が そ もそ も少 なか っ た こ とか ら、 支援が

強化 され る機会が少 なか っ た の で はな い か と推

察された 。 平澤・藤原 ・山本・佐囲東・織田 （2003）

は、支援に際 して 準備 や設定 を要 しない 支援 コ

ス トが低 い 場面で は支援が実行 されや す い が 、

関わる職員が多 い ため共通理解を得る こ とが容

易で はな く、広範囲の 場面設定や準備 を要す る

よ うな支援場面で は コ ス トが 高まる た め
一

貫 し

た実行が 得 られ に くく、 早期の 効果 も得 に くい

こ とを述 べ て い る 。 したが っ て 、 新た な支援 を

開始する に 当た っ て 支援の 実行性 を高め る た め

に は 、 支援 の コ ス トを少な くする 工 夫が求め ら

れる 。

　 3．今後の 課題

　本研究で は、筆者は直接的支援に対 して協力

する の で はな く、 支援 を行 っ て い る職員 に対 し

て 週に 1 回の 定期 的な コ ン サ ル テ ーシ ョ ン を実

施 した。そ の た め A さ ん に対する直接的支援は

職員 に依頼 して い た 。 この よ うな方法の 場合に

は、 機能的 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン訓練の よ うなス

キル を必要 とす る支援 を職員に実施す る よ う求
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入 所施 設 にお い て 問 題行 動 を示 す 知的 障害者へ の 機能的 アセ ス メ ン トに 基づ い た 包括的支援

めた場合 、 職員の 支援の 実行性が低下する可能

性がある 。 本研究で は、機能的 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ

ン 訓練の よ うなス キル が求め られる支援は支援

計画 に は盛 り込ん で い ない が 、 対象者の 問題行

動 の軽減に対 して
一定の効果 を示す こ とが で き

た 。 しか し、重篤な問題行動の 場合に は、高度

な支援ス キ ル が必要とな り、よ り専門的な支援

が 求め られ るか もしれ な い
。 もし、これ ら の 専

門性 の 高い 支援 が今後必要 とな っ た場合 に は 、

職員の 支援ス キル を高めるか 、 専門家の 直接的

支援のモ デ ル提示の機会 も必要になる と考えら

れる 。

　もう 1 つ の 課題 として、1年後の 維持期 まで

に A さん の お 手伝 い が持続 しなか っ た こ とが 明

らか に な っ た。こ の 結果 は、筆者に よる コ ン サ

ル テ
ーシ ョ ンが中断 した際 に生 じて い た 。 その

ため 、
コ ン サ ル テ

ーシ ョ ン の 中断が要 因の 1 つ

である と考え られ る 。 コ ンサル テ
ーシ ョ ン の 実

施は、プ ロ ン プ トや強化法などの よ り具体的な

支援方法 を職員 に対 して 教授す る重要 な機会と

なっ て い た た め 、 中断 した際に職員の 支援技術

が滞 る 結果 となっ た 。 た とえ、 ある
一

定の 問題

行動の軽減が 明らか にな っ た として も、 その 人

の 生活の 質が 高まっ た と は言い 難い 。 そ の た め 、

職員や利用者の 生活の 質を高め る ニ ーズが達成

され て い な い の で あれ ば、場合に よ っ ては専門

家に よる コ ン サ ル テ ーシ ョ ン の 継続も必 要であ

る と考 えられる。
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Comprehensive  Support  Based  on  Functional Assessment  of  Those  with  Intellectual Disability

 Eyidencing  Problem  Behayior  in a  Residential Care  Institution: An  Investigation Involving

        Support-plan Evaluation in terms of  Practicability and  Staff Effectiveness

JohjiMURAMOTO

  This study  involved the design and  execution  of  comprehensive  support  based on  functional

assessment  ofa  woman  with  an  intellectual disability who  was  soiling  her body with  her urine,  soaking

her head with  water,  and  crying  aloud,  in a  residentiat  care  institution. As a result of  a functional

assessment,  we  derivcd hypothcscs involving sensory  reinforcement  and  attention-need  with  regard  to

her body  and  hair wetting,  and  escape  and  attention-need  with  regard  to her crying  aloud.  In addition,

as an  evaluation  of  the initial support  plan, we  administered  fbr a staff questionnaire concerning  the

plan's practicability and  effectiveness.  Then, we  modified  the support  plan based on  the respective

observation  record  and  the reported  practicabiiity and  effectiveness.  After implementation of  the

second  support  plan, the  subject's  problem behavior diminished, and  remains  dirninished a year later.

Staff's practicability was  greater when  imptemented  in concert  with  the daily routine  of  the stafE  and

when  less practical, the effeet of the support  staff may  be lessened.

Key words:  problem behavior, functional assessment,  practicability, effbctiveness
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